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I 么危険！ 下記の注意事項を守5ないと 

へへ义災.感電.発熱.発义にょ り 

死 t ゃ大けがの原因となりまず。 

指定 1 U かの AO (ワーアダプターを使わない 

必ず指定の AC バワーアダプターを使用してくださし、。 

破裂や過熱などにより、火災やけび、周囲の巧損の原因となりまず。 

0 

禁止 


IA 警结 

下記のミ主意事項を守 6 ないと 


义災 • 感電に ょ〇 

大 けがの原因となりまず。 

义災 感電 



取扱説明書 

お買い上げいただをありびとラございまず。 

I A ^〇.\ 電気製品は安全のためのを意事 I 頁を守らないと、火災や 
I 曲 胃° 1人身事故になることびありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の 
取り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのう 
え、 製品をま全にお使いください。お読みになったあとは、いつで 
ち見られるところに必ず保管してください。 


©2008 Sony Corporation Printed in China 


内部に水や真物を入れない 


水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、水や異物び入ったと 
をは、すぐにスイ ッ チを切0、 AC ノ くワーアダプターや乾電池を抜いて、お買 
い上げ店または ソニーの 相談窓□、お近くの ソニーサービスの 窓口にご相談 
ください。 


Q 

禁止 



A 警告 I 安全のために 

ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はす 
ベて、まちびった使いかたをすると、火災や感電などによ0人身事故になる 
ことびあ0危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお守り<ださい。 


安をのためのま意事項を守る 


この r ま全のために」をよくお読みください。 


定期的に点検ずる 


めれた手で AC パワーアダプターををわ6ない 

感電の原因となることびあります。 



本体や AC パワーアダプターを巧団などでおおった巧態で使わない 

熱びこをってケースび変おしたり、火災の原因となることびあります。 


コード類は正しく配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱると製品の落下や転倒などにより 
けびの原因となることびあるため、十分ミ主意して接続-配置して<ださい。 


電池についての 
安全上のご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発义-誤が に ょる大けが 

やけを避けるため、下記のを意事項を必ずお守〇< ださい。 


本機では UTF の電池をお使いいただけます。 

電池の種類については、電池本体上の表示をご確認くださし、。 

ボタン型電池、巧電池 

U チウム電池 CR 2025、単3形アルカリ、単3あマンガン 


齡危阔 

ボタン型電池が液漏れしたとを 

ボタン型電池の液が漏れたときは、素手で液ををね5ない 

液び本体内部に残ることびあるため、 ソニーの 相談窓□またはおお <の 
ソニー サービスの窓□にご相談ください。 

液び目に入ったとさは、失明の原因になることびあるので目をこす5ず、 
すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を受け 
て < ださい。 

液び身体や衣服についたときわ、やけどやけびの原因になるので、すぐに 
されいな水で洗い流し、巧膚に炎症やけびの症状びあるとさには医師に 
相談して < ださい。 


A 警告 


• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届くところに置かな 
し、万が一軟み込んだ場合は、窒息や胃などへの障害の原因になるので、 
直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しない。シヨー 
卜させない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使巧しないとさち取0はずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


A 注意 


1年に1度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセントとの間にほこり 
びたまっていないか、故障したまま使用していないか、などを点検してくだ 
さし、。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC パワーアダプターなどび破損しているのに気 
づいた5、すぐにお買い上げ店またはお近くのソニーサービスの窓□に修理 
をご依頼 < ださい。 


万一、異常が起きた5 



♦ 

〇電源を切る 

© AC ノ（ワーアダプターや乾電池を巧く 
© USB ケーブルを抜く 

〇ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口に修理を 
依頼する 



湿気や巧、ミ由、煙、湿気のをい場所では使わない 

上記のような場所で使5と、火がや感電の原因となります。 

端テを金属でシヨートさせない 

火がや感電の原因とな0ます。 


0 

禁止 


下記のを意事項を守5ないと 

注意 I けびをしたり周进の家財に 

f 貝%を与えたりずることびありまず。 


はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突が大さな音び出て耳をいためることびあ0ます。ボ IJ ユームは徐々に上 
げましよ5。 

0 

禁止 


• 火のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場所で使 
用-保管*放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類外の電池は使用しない。 


正し<おほいいただ<ために 

をを上のごを意 

ま全について： 

付属の AC バワーアダプターをお使いになるとさは、家庭用電源コンセント 
( AC 100-240 V ) につないでお使いください。 

ACA ‘ ワーアダプターについて： 

AC ) のーアダプターを抜くときは、 コー ドを弓 I っ張6ずに、必ず AO の一 
アダプターを持って巧いて < ださし、。 

留守にずると走は： 

本機の1/のボタンをスタンバイにしただけでは、電源は完全に切れていま 
せん。 

ご旅行などで長い間お使いにな S ないとさは、必ず AC バワーアダプターを 
コンセントか6抜いてください。 

異物について： 

特に、ジャック部には異物を入れないでください。巧障や事故の原因にな0 
まず。 


異甫や不具合び起さた5: 

万一、異南や不具合び起きたときや異物び中に入ったとさは、すぐに AC バ 
ワー アダプターをなさ、 ソニーの 相談窓□、お近 < のソニーサービスの 窓 □ 
またはお買い上げ店にご相談ください。 


警告表示の意は 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容 
をよく理解してから本文をお読みください。 

IA 危険 

1 この表术の注意畢 I 臭を守 b ないと、乂災-感電-服製な 

1どにより死 t や大けびなどの人身事故び生じます。 

IA 警告 

この表示のミち意事項を守5ないと、火災-感電などによ 

1り死 t や大けびなど人身事故の原因となります。 


IA を意 

この表示のま意事項を守らないと、感電やその他の事故 

1によ0けびをした0周辺の家財に損害を与えたりするこ 
とびあります。 


ま意を促ず記号 


火災 感電 


行為を禁止ずる記号 


0 (§) ® 

禁止 接触禁止 めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 


A 运 

ス y 3ラグをコン 

指示 セントからほく 


長時間ほ用しないときは AC パワーアダプターを巧< 

長時間使用しないとさは、安全のため AC バワーアダプターをコンセントか 
6抜いてください。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


お手入れの隐、 AC パワーアダプターを巧< 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因とな 
ることびあります。 


處 

つラグをコン 
セントか6抜く 


指定 1 U かの機おに使わない 

火災やけびの原因とな0ます。 

安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ち 
てけびの原因となります。 


0 

禁止 


取0巧い上のごを意 

• スピーカー ユニッ ト、内蔵アンプ、キャビネ ッ トは精密に調整してありま 
す。分解、改造などはしないでください。 

• キャビネットび巧れたときは、中性洗剤をかし含ませた柔5かい巧でふい 
てください。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げを傷め 
ますので、使わないで < ださい。 

• 次のよ5な場所には置かないで<ださい。 

-直射日光の当たる所、暖房器具のおくなど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内(特に夏季)。 

一風呂場など、湿気の多い所。 

-ほこりのをい所、极、地の上。 

一 時計、 キャッシュカードなどの 近く。（防磁設計になっていますび、録音 
済み テープや 時計、 キャッシュカード、フ□ッピーディスク などは、 ス 
ピーカーの 前面に近づけないでください。） 

• 平5な場所に設置してくださし、。 

• 設置条件によっては、倒れたり落下したりすることびあります。貴重品な 
どを近くに置かないでください。 

• 持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影響を受 
ける物は、スピーカーシステムの近くに置かないでください。 

• 持ち運ぶ隙、イラストのよラに本体の上面と底面を持ってください。本体 
の側面を持たないでください。 




モニター画面に色む6び起きた6 

このスピーカーシステムは防磁型 UEITA *) のため、モニターのそばに置いて 
使うことびできますび、モニターの種類により色むらび起こる場合びありま 
す。 


ちむ6び起をた6 

いったんモニターの電源を切り、15〜30分後に再び電源を入れてくださし、。 

それでも色む6が残るときは 

スピーカーを さ5 にモニターか 5離してください。 

さ5に 

スピーカーの近くに磁気を発生するちのびないよラにごを意ください。ス 
ピーカーとの相互作用によ0、色む5を起こす場合びあります。 

お気を巧をずる巧 

ラック、置さ台の扉に装着された磁石、健康器具、玩具などに使われている磁 
石など。 


をな仕様 


スピーカー部 

型式 

使用 スピーカー 
インピーダンス 
定格入力 
最大入力 


フ J レレンジバスレフ型防磁型(」 EITA *) 
直径40 mm 
4 0 
2.5 W 
5 W 


アンプ部 

実効出力 2 W +2 W (全高調波歪10 %、 

1 kHz 、 4 n) ( AC パワーアダプター使用時) 
( JEITA *) 

入カインピーダンス WM - P 0 RT (22 ピン） lOkOL ^ 上 （1 kHz ) 

ステレオ S ニジャック 
4.7kn 政上 (1 kHz ) 


電源部 • その他 

電源 

入出力端モ 


最大外形寸法 
質量 


単3お乾電池3本、 DC 5.2 V 2 A 
(付属の AC パワーアダプターを接続して 
AC 100- 240 V 電源か5使用） 
WM - P 0 RT (22 ピン） 

コネクター X 1 
WM - P 0 RT (22 ピン） 

ジャック X 1 
DCINX 1 

ステレオ S ニジャック X 1 
約210 X 63 X 94 mm 
(幅/高さ/奧行さ） 

約450 g 


付属品 AC パヮーァダブター (1) 

AC パヮーコード (1) 

リモコン （1) 

リチウム電池 CR 2025 (1) 

0」モコン装着済：お試し用) 
取扱説明書 （1) 

保証書 (1) 


巧応機種("ウォークマン"） 

WM - P 0 RT (22 ピン)搭載 

丸型（直径 55 mm ) の専用アタッチ;ント付属 


別売0アクセサリー 


録音用ケーブル 


プラグ アダプター 
接続コード 


WMC - NWR 1 

(ステレオミニプラグト ■►WMPORT (22 ピン）コネ 
クター） 

PC -234 HS 

(ステレオ標準プラグト■►ステレオ S ニジャック） 
RK - G 22 

(ステレオ標準プラグト~^ステレオ S ニプラグ） 
(1.5 m ) 

RK - G 136 


本機の仕様および外観は、改良のため予告な < 変更することがあ0ますび、 
ご了承ください。 


* JEITA は(電子情報技術産業協会)の略称です。 



二一株式会社 〒1 08-007 日東京都港区港南1 -7- 1 


商標 

"ウォークマン"、" WALKMAN ’ 、一參は、ソニー裸式尝社の登録商標です。 



















さ部のなまえ 



背面 



別売0のお3おを電池を使ラ場合 


1スピーカーの底面にある電池のふたの上部を軽く巧しなび6開ける。 



2別売りの単 3 お乾電池を入れる。 



3電池のふたを閉じる。 


田 WM - PORT コネクター 
("ウォークマソ’接続曲 
图 I /& (電源/ランプ） 

图 1/(1) (電源/ボタン） 

团 U モコン受光部 
固 MUTING ランプ 
圓 VOL 宿量） +/- ボタン 


囚 WM - PORT ジャック 
(パソコン接続用） 

图 LINE IN 端子 
图電池蓋 

別売0の単3お乾電池専用です。 
圆 DC IN 端モ 

付属の AC パワーアダプターを接 
続します。 



■ J モ3ン 



田(頭出し）ボタン 
回(再生/—時停止)ボタン 
固イイ^ (早送り/巻戻し)ボタン 
团 ■ (停止)ボタン 
固 MUTING (消音)ボタン 
固1/の（電源/スタンバイ）ボタン 
团 VOL (音量） +/- ボタン 


乾電池の持続時間 

(5 mW + 5 mW 出力時） 

電池の種類 

持続時間 

ソニー単3おアルカリ乾電池 

約20時間* 

LR 6 ( SG ) 


ソニー単3形マンガン乾電池 R 6 P 

約6時間# 


周囲の温度や使用状態によ0、上記の持続時間と異なる場合びあ0ます。 


乾電池の交換時期 

別売りの単3お電池を使ラ場合、電池の残量びかな < なると、 1/(1) ランプび 
点滅し始めます。 I / Cl ) ランプび点滅し始めた5、お早めに新しいわのと交換 
して < ださい。 


ごま意 

• U モコンの一部の動作は、お使いの"ウオークマン"の仕様によっては、表 
示と異なった0操作でをない場合びあります。 

• 本機で単3お電池を使用した場合、 I 」モコンによる電源 ON の操作はでを 
ません。電源を ON にするとさは、本体の電源ボタンをご使巧くださし、。 


準備する 

"ウォークマン"を接続ずる 

本徽こ"ウォークマゾを接続するときは、お使いの"ウォークマゾに付属の 
アタッチ^ント*をセツトしてご使用ください。 


電源にごいて 

本機は、付属の AC パワーアダプターを家庭用コンセントに接続、または別売 
りの単3形乾電池3本を入れて使える2電源ち式です。本機をお使いになる 
状況に応じて、電源方式をお選び < ださい。 

電源コンセントに接続して使う場合 

付属の AC パワーアダプターを本機に接続します。本機に AC パワーアダプ 
ターを接続すると、乾電池び入っていても自動的にコンセントか5の電源に 
切り換わ0ます。 



ごま意 

• この製品には、付属の AC パワーアダプター（極性統一おプラグ-」 EITA 規 
格)をご使用ください。付属外の AC パワーアダプターを使用すると、故 
障の原因になることびあります。 



極性統一形プラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届くような電源コンセントに接続し、 
異常び生じた場合は速やかにコンセントか5抜いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に 
設置しないで < ださい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、 AC パワーアダプターを水のかかる場 
所や湿気のある場所では使用しないでください。また、 AC パワーアダプ 
ターの上に花瓶などの水の入ったちのを置かないでください。 

• AC パワーアダプターは本機か5充分離してご使用 < ださし、。 

海外で使ラとをは 

付属の AC パワーアダプターは、 AC 100-240 V 、 50/60 Hz の範囲でお使 
いいただけますので、世界中のほとんどのホテルおよび家庭用電源で使用で 
をます。ただし、電源コンセントの形状は各国、各地さまざまですので、お出 
かけ前に旅行代理店などでお確かめ<ださい。 



変換プラグアダプター（別売り） 


ごま意 

海外旅行者用として市販されている情子式変圧器（トラベル]ンバー 
ター)」などはご使用にな 5 ないでください。 故障の原因となることびあ0 
ます。 


アタッチメントの取り付けかた 

アタッチ^ントを取り付けるには、アタッチ;ントの□コ‘マーク側にある2 
力所のツ^をスピーカーの巧の位置に合わせて先にはめ込んでか5□コ‘ 
マークの反対側を指で押し込みます。 

* お使いの"ウオークマン"によってアタッチ^ントの形状び異なります。 



•参ヒント 

• 攻下の条件を満たす"ウォークマン"で、ご利用になれます。 

- WM-PORT (22 ピン)搭載 
一丸あ（直径 55 mm ) の専用アタッチ;ント付属 
• アタッチ;ントを取りはずすには、イラストのようにアタッチメントの凹 
み部分をスピーカー背面側に強 < 押しなび5(①)、マーク（〇 〇 〇)の位 
置を上か5強く押します(@)。 



その他の機器と接続ずる 

本機に接続した機器の音声を再生する場合や"ウォークマン"にデータ転送 
する場合は、政下の接続を行ってください。 



標準タイプのへッドホンジャック（カセットデッキなど）に接続ずるには 

別売りの接続コード RK - G 22 または別売りの接続コード RK - G 136 およびプ 
ラグアダプター PC -234 HS をお使いください。 

ごま意 

• 本機の WM - PORT コネクターに"ウオークマン"を取り付けたまま持ち運 
ばないでください。故障や事故の原因になります。 

• "ウオークマン"をスピーカーの契までしっかりと挿し込んでください。 

y モコンの準備をずる 

リモコンの準備をするとをは、絶縁シートを引さ抜いて U モコンを使用でさ 
る状態にしてください。 

U モコンには電池びすでに入っています。 



"ウォークマン"とパソコンの間でデータを廣送ずる 

本機とパソコンを USB ケーブル（"ウォークマソ’に付属)で接続していると 

きは、本機の WM - PORT コネクターに取り付けた"ウォークマン"とパソコン 

の間でデータを転送でをます。転送方法について詳しくは、お使いの"ウォー 

クマン"の操作ガイドをご覧ください。 

ごま意 

• パソコンか5データ転送中に、"ウォークマン"びスピーカーか5はずれた 
場合は、"ウォークマン"をわラー度スピーカーに取り付け、転送をやり直 
して < ださい。 

• パソコンか5データ転送中は、 USB ケーブルや AC パワーアダプターの抜 
を差しをしないでください。パソコンび"ウォークマン"本体を認識でき 
な < なった0、データ転送び中断する場合びあ0ます。 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続しているとをは、 WM - PORT コネ 
クターに取り付けた"ウオークマン"の音声は再生されません 。 LINE IN 端 
子に取り付けた機器の音声は再生されます。 


電池の交換について 

電池び消耗してくると、 U モコンで操作でをる距離び短くな0ます。 
下記の手順で、電池を新しいをのと交換してください。 

ふつラの使い方で約6ヶ月わちます。 



2 +と書かれた面を上にしてリチウム電池 CR 2025を新しい電池と取り換 

スる。 

リチウム電池 CR 2025 (別売り） 



3 電池ケースを元に戻す。 

ごま意 

• リチウム電池を誤って飲み込むことのないよラ、電池は特に幼児の手の届 
かないところに置いてください。 

• 万一電池を軟み込んだ場合には、直ちに医師と相談してください。 

• I 」モコン受光部に、直射曰光や照明器具の強い光びあた5ないよラにごを 
意ください。 U モコン操作びでさないことびあります。 


接続した機器を巧をする 

1本機とパソコンを接続している場合は、 USB ケーブルをはずず。または 
パソコンの電源を OFF にずる。 

ごま意 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続しているときは、 WM - PORT ] 
ネクターに取り付けた"ウォークマン"の音声は再生されません。 

• お使いのパソコンの仕様によっては電源を OFF にしてち、"ウォークマ 
ン"の音声び再生されない場合びあります。 

• LINE IN 端テに取0付けた機器の音声は再生されます。 


2本機の 1/(1) ボタンを押して ON にする。 

1/のランプび点好します。 

3接続した機器を再生ずる。 

クヒント 

本機の WM-PORT コネクターに取り付けた"ウォークマソ’は、本機付属 

U モコンから操作することびでさます。 

4音量を調碧ずる。 

本機の VOLUME +/- ボタンで調整します。 

ごミち意 

音量を最小または最大にしたと到ま、「ピピッ」というビープ音び聞こえます。 

5使用後は 1/(1) ボタンを押して OFF にずる。 

1/のランプび消口します。 

本機の WM-PORT コネクターに取り付けた"ウォークマン"び再生中の場 

合、自動的に停止わしくは一時停止*になります。 

* ご使用の‘ウォークマン"によって動作び異な0ます 

ごま意 

• ラジオまたはチューナーを内蔵した機器に接続した場合、ラジオ放送 
び受信でさなかったり、感度び大幅に低下する場合びあります。 

• 接続ずる機器のバスブースト機能やイコライヴー機能は無効にしてくだ 
さい。これらの機能び有効になっていると、音びひずむことがあります。 

• へッドホンジャックび UNE 0 UT 端子を兼用している機器に接続した 
場合は、接続機器の出力を LINE OUT 出力に設定することで、より高音 
質でお楽しみいただけます。出力設定の操作について詳しくは、お使 
いの機器に付属の取扱説明書をご覧<ださい。 

• WM - PORT ] ネクターに取り付けた"ウォークマン"と LINE IN 端テに 
接続した機器の両方を同時に再生すると、音び還ざって聞こえます。 

• 本機とパソコンを接続する USB ケーブルは、"ウォークマン"のデータ 
転送と充電用です。パソコンの音声を本機で再生するときは、 LINE 
IN 端テに接続してください。 

• 本機の WM-PORT コネクターに"ウォークマン"を取り付けた場合、 

"ウ ォーク マン"内の音声レベルび大さいと、 スピーカーから 出力され 
る音声のイコライヴー効果び弱<なる場合びあります。 

• 本機の WM - PORT ] ネクターに"ウォークマン"を取り付けた場合、 

"ウ オークマン"のへッ ド ホンジャック か5音声は出力されません。 


"ウオークマン"に巧電する 


"ウォークマン"に録音する 

本機はダイレクトエン〕ーディング機能を搭載しており、 WM - PORT ジャツ 
クに別売りの録音用ケーブル （ WMC - NWR 1) を使って CD プレーヤーなど 
の音楽再生機器を接続し、本機の WM - PORT コネクターに取り付けた 
"ウォークマン" * に録音することびできます。 

* WM-PORT (22 ピン）と録音機能び搭載されている"ウォークマン"に限ります。 

ごミち意 

• 本機の電源び OFF の場合、録音することはできません。 

• 録音方法について詳しくは、"ウォークマン"の操作ガイドをご覧ください。 

• LINE IN 端テからの音声は録音できません。 


故障かな？とおった6 

症状 

原因 

処置 

音び割れる、またはノ 
イスび出る 

入力信号び大さずざる。 

接続した機器の音量を下げる。 

接続した機器のバスブースト機 
能を使用している。 

バスブースト機能を解除する。 


接続した機器のへッドホン 
ジャックに接続している。 

接続した機器の LINE OUT 端子に 
接続する。 

または LINE OUT 出力に設定す 
る。 


"ウオーク7ン’の WM-PORT 
ジャックまたは入カコードび 
しっかり接続されていない。 

いったんはずして接続し直す。 


テレビに近すざる所に設置され 
てし'!る。 

テレビから離して設置する。 


乾電池で使用している場合、乾電 
池び消耗している。 

乾電池を3本とわ新しいをのと 
交換ずる。 

音びかさい、または音 
び出ない 

\/( b ボタンび OFF になっている。 

I /& ボタンを ON にする。 

VOLUME +/- ボタンび最ルに絞 
られてし'!る。 

VOLUME +/- ボタンで調節ず 
る。 


"ウオーク7ン’の WM-PORT 
ジャックまたは入カコードび 
しっかり接続されていない。 

いったんはずして接続し直す。 


入力信号びルさずざる。 

へッドホンジャックに接続した 
場合は、接続した機器の音量を 上 
げる。 


スピーカーとパソコンを USB 
ケープルで接続している。 

USB ケーブルをはずす。または 
パソコンの電源を OFF にする。 

1」モコンで操作でさな 
い 

スピーカーから離れずぎている。 

1」モコン受光部に近づけて操作 
する。 


スピーカーの1」モコン受光部の 
前に障害物び置いてある。 

1」モコン受光部の前か5障害物 
を取り除く。 


スピーカーの1」モコン受光部に 
強い光(直射曰光や高周波点：0の 
壁光打など）び当たっている。 

1」モコン受光部に光び当た5な 
いよラにする。 


電池び消耗している。 

新しい電池と交換する。 

1」モコンに電池び入ら 
ない(さつい） 

電池ををに挿入できない構造に 
なっています。 

極性 (+/-) を確認して正しく入れ 
て < ださい。 

l / Cl ) ランフびちらつ< 

音量を上げたとさに1八!）ランフびちらつくことびありまずび、故障 
ではありません。 

" WALKMAN ■にヘッド 
ホンを接続しているの 
に、ラジオび受信でさ 
なし、。 

本機および " WALKMAN " のへッドホンを AC / (ワーアダプターから 
充分離してご使用 < ださい\ 


* ご使用の"ウォークマン’’の機種により、本機を‘ウォークマン’’に接続しているときには 
ヘッドすンを接続できないことびあります。ただし、 FM チューナー搭載の"ウォークマン" 
で FM 放送を聞くときは、必ずへッドホンを"ウオークマン"に接続してください。ヘッドす 
ンコードびアンテナとして働くため、接続していないと放送び受信でさません。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保罰書び添付されていますので、お買い上げの隙お買い上げ 
店でお受け取り <ださい。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてくださ 
い。 

• 保罰期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具台の悪いとさは 

ソニーの相談窓□またはお買い上げ店、お近くのソニーサービス窓□にご相 
談ください。 


本機に AO のーアダプター(付属)を接続しているとき、もしくは本機とパ 
ソコンを USB ケーブル（"ウオークマン"に付顧で接続しているときは、 
WM - PORT コネクターに取り付けた"ウオークマン"を充電できます。 

ごま意 

• "ウオークマン"をスピーカーの奧までしっか0と挿し込んでください。 

• 充電状態、設定について詳しくは、"ウオークマン"本体の操作ガイドをご 
覧くださし、。 

• 再生と充電を同時に巧ラことがでをまず。再生中の充電時間は長<なります。 
• AC パワーアダプターと USB 接続での充電時間は異なります。詳しくは、 
"ウオークマン"本体の操作ガイドをご賣ください。 

• 電池を使用した場合、充電機能はありません。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳しくは保証書を 
ご賣くださし、。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただ 
さます。 

部品の保有期間について 

当社ではアクティブスピーカーシステムの補修用性能部品(製品の機能を維 
持するために必要な部品)を、製造打ち切り後6年間保有してしほす。この部 
品保有期間を修理可能期間とさせていただをます。保有期間び経過したあ 
とち、故障箇所によっては修理巧能の場合びありますので、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□にご相談ください。 











